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平成２８年度決算に基づく八潮市健全化判断比率審査意見 

１ 審査の対象 

  平成２８年度決算に基づく八潮市健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類 

 

２ 審査の期間 

  平成２９年８月１日から平成２９年８月１６日まで 

 

３ 審査の方法 

  この審査は、市長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかについて、関係資料との照合

及び関係職員から説明を聴取するなどの方法により実施した。 

 

４ 審査の結果 

     

① 実質赤字比率について     

実質赤字比率については、前年度同様に黒字となっている。 

 

② 連結実質赤字比率について   

連結実質赤字比率については、前年度同様に黒字となっている。 

 

③ 実質公債費比率について    

実質公債費比率については８．３％となり、前年度に比べ１.３ポイント改

善となっている。 

また、早期健全化基準の２５.０％と比較すると、これを下回っている。 

 

④ 将来負担比率について     

将来負担比率については６３．８％となり、前年度に比べ２６．７ポイント

改善となっている。 

また、早期健全化基準の３５０.０％と比較すると、これを下回っている。 
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 （単位：％・ポイント） 

区  分 

健全化判断比率 
平成２８年度 平成２７年度 増 減 

早 期 健 全 化 基 準 

平成２８年度 平成２７年度 

① 実 質 赤 字 比 率 － － － １２.６８ １２.６９ 

② 連結実質赤字比率 
 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
１７.６８ 

 
１７.６９ 

 

③ 

実質公債費比率 

（３ヵ年平均） 

 
 ８．３ 

 
 ９.６ 

 
 △１．３ 

 
 ２５.０ 

④ 将 来 負 担 比 率 ６３．８ ９０．５ △２６．７ ３５０.０ 

注）実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合は「－(該当なし)」を記載している。 

 

５ 審査意見 

審査に付された健全化判断比率は、いずれも適正に作成された書類に基づき正

確に算定されていると認められた。 

なお、実質公債費比率及び将来負担比率については、いずれも早期健全化基準

を下回っているが、両比率とも県内において高い数値であることから、引き続き、

健全な財政運営を維持するよう努められたい。 

 


